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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第71期

第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 平成27年３月21日
至 平成27年12月20日

自 平成28年３月21日
至 平成28年12月20日

自 平成27年３月21日
至 平成28年３月20日

完成工事高 (千円) 28,979,290 30,425,015 41,544,921

経常利益 (千円) 1,666,808 2,087,924 3,165,366

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 998,819 1,089,770 1,969,055

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 984,650 2,090,655 1,325,169

純資産額 (千円) 19,636,637 21,751,054 19,977,132

総資産額 (千円) 29,299,336 32,538,549 31,190,838

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 39.44 43.16 77.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.02 66.85 64.0
 

 

回次
第71期

第３四半期
連結会計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年９月21日
至 平成27年12月20日

自 平成28年９月21日
至 平成28年12月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.85 10.73
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．完成工事高には、消費税等は含まれていない。

　　 ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としている。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。

 また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

 なお、重要事象等は存在していない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱問題等により金融資本

市場に不安定な動きがみられるものの、個人消費は雇用・所得環境の着実な改善を背景に底堅く推移しており、

景気は緩やかな回復基調で推移した。

　建設業界においては、政府建設投資が減少したが、民間設備投資は企業収益が改善する中で、緩やかな増加基

調を続けており、受注環境は比較的堅調に推移した。その一方で、技能労働者不足による生産能力の低下、労務

費のコストアップ問題等が長期化してきており、当社グループを取り巻く経営環境の先行きは依然として楽観で

きない状況にある。

このような経営環境のもと、当社グループは総力をあげて当社グループの独自の技術・商品を活用した積極的

な営業活動、経営の効率化を推進してきた。この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注工事高が前年

同四半期比2.3％増の373億３千９百万円、完成工事高が前年同四半期比5.0％増の304億２千５百万円、営業利益

が前年同四半期比27.2％増の19億４千１百万円、経常利益が前年同四半期比25.3％増の20億８千７百万円、親会

社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比9.1％増の10億８千９百万円となった。

なお、当社グループの完成工事高は、通常の営業形態として、上半期に比べ下半期、特に第４四半期連結会計

期間に偏る傾向がある。

 
（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末比13億４千７百万円（4.3％）増の325億３千

８百万円となった。資産の部については、現金預金が４億５千３百万円減少したが、投資有価証券が17億２百万

円増加した。

負債の部については、前連結会計年度末比４億２千６百万円（3.8％）減の107億８千７百万円となった。未成

工事受入金が７億３千２百万円増加したが、工事未払金が１億６千８百万円、未払法人税等が７億９千３百万円

それぞれ減少した。

純資産の部については、前連結会計年度末比17億７千３百万円（8.9％）増の217億５千１百万円となった。保

有株式等の時価の上昇により、その他有価証券評価差額金が10億６千１百万円増加した。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はない。

 

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は１億１百万円である。なお、当第３四半期連結累計期間にお

いて当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年12月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年２月２日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,927,652 26,927,652
東京証券取引所
(市場第一部）

単元株式数
100株

計 26,927,652 26,927,652 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はない。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はない。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はない。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月20日 ― 26,927,652 ― 5,000,000 ― 4,499,820
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないので、直前の基準日である平成28年９月20日現在の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

   平成28年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,657,200
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,243,500
252,435 ―

単元未満株式 普通株式  26,952 ― ―

発行済株式総数 26,927,652 ― ―

総株主の議決権 ― 252,435 ―
 

(注) １　発行済株式はすべて普通株式である。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権30個）含

まれている。

３　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が18株含まれている。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヤマト

群馬県前橋市古市町
118番地

1,657,200 ― 1,657,200 6.15

計 ― 1,657,200 ― 1,657,200 6.15
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年９月21日から平成

28年12月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年３月21日から平成28年12月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 3,972,703 3,519,383

  受取手形・完成工事未収入金 ※2  12,503,248 12,309,045

  有価証券 － 89,674

  未成工事支出金等 2,274,515 2,652,153

  その他 775,669 615,899

  貸倒引当金 △36,669 △27,550

  流動資産合計 19,489,466 19,158,606

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 2,706,422 2,591,785

   その他（純額） 2,726,879 2,663,685

   有形固定資産合計 5,433,301 5,255,471

  無形固定資産 125,864 125,955

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,800,267 7,502,473

   その他 341,937 496,042

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 6,142,204 7,998,516

  固定資産合計 11,701,371 13,379,942

 資産合計 31,190,838 32,538,549

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 5,699,754 5,531,083

  短期借入金 － 35,000

  未払法人税等 843,873 49,976

  未成工事受入金 1,751,694 2,484,586

  賞与引当金 769,691 371,043

  引当金 61,828 44,017

  その他 1,359,004 869,880

  流動負債合計 10,485,846 9,385,587

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 217,471 226,948

  退職給付に係る負債 239,478 557,895

  その他 270,909 617,063

  固定負債合計 727,859 1,401,907

 負債合計 11,213,705 10,787,494
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月20日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000,000 5,000,000

  資本剰余金 4,499,820 4,499,820

  利益剰余金 9,947,692 10,784,757

  自己株式 △503,986 △568,014

  株主資本合計 18,943,526 19,716,564

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 793,558 1,855,312

  退職給付に係る調整累計額 240,047 179,178

  その他の包括利益累計額合計 1,033,605 2,034,490

 純資産合計 19,977,132 21,751,054

負債純資産合計 31,190,838 32,538,549
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

完成工事高 28,979,290 30,425,015

完成工事原価 26,202,719 27,228,524

完成工事総利益 2,776,571 3,196,491

販売費及び一般管理費 1,250,161 1,254,606

営業利益 1,526,409 1,941,884

営業外収益   

 受取利息 5,353 4,853

 受取配当金 118,454 124,901

 受取賃貸料 17,053 17,289

 その他 22,141 20,053

 営業外収益合計 163,004 167,098

営業外費用   

 支払利息 9,301 7,117

 賃貸費用 8,757 8,800

 その他 4,546 5,140

 営業外費用合計 22,604 21,058

経常利益 1,666,808 2,087,924

特別利益   

 投資有価証券売却益 3,987 －

 特別利益合計 3,987 －

特別損失   

 固定資産処分損 11,525 －

 会員権評価損 － 9,499

 減損損失 － 3,485

 退職給付制度移行損失 － 354,200

 特別損失合計 11,525 367,185

税金等調整前四半期純利益 1,659,271 1,720,738

法人税、住民税及び事業税 461,863 461,543

法人税等調整額 198,588 169,424

法人税等合計 660,451 630,967

四半期純利益 998,819 1,089,770

親会社株主に帰属する四半期純利益 998,819 1,089,770
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

四半期純利益 998,819 1,089,770

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △15,251 1,061,753

 退職給付に係る調整額 1,082 △60,868

 その他の包括利益合計 △14,169 1,000,884

四半期包括利益 984,650 2,090,655

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 984,650 2,090,655
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更した。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処

理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映

させる方法に変更する。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っている。当該表示の変更を反映させるため、

前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っ

ている。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用している。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はない。

　

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微である。

 
（会計上の見積りの変更）

　（退職給付に係る負債の過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

従来、過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理年数を15年としていたが、従業員の平均残存勤務期間が短

縮したため、第１四半期連結会計期間より費用処理年数を10年に変更している。

この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益は、それぞれ67,049千円増加している。

 
(追加情報)

(法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正)

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなった。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実

効税率は、従来の32.8％から平成29年３月21日に開始する連結会計年度及び平成30年３月21日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については30.7％に、平成31年３月21日に開始する連結会計年度以降に解消が見

込まれる一時差異については30.5％に変更となる。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が26,900千円、その他有価証

券評価差額金が41,826千円、退職給付に係る調整累計額が4,125千円、法人税等調整額が19,051千円それぞれ増加し

ている。
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(退職給付制度間の移行等に関する会計処理等)

当社及び一部の連結子会社が加入している東日本冷凍空調厚生年金基金（複数事業主制度）は、平成28年９月25

日をもって解散した。

当社及び一部の連結子会社は、これに代わる制度として新たな確定給付型の退職給付制度を同日より施行し、同

基金の財政状態の悪化により生じた基金独自の上乗せ加算部分に係る退職給付債務と同基金からの分配見込額との

間に差額が発生している。

これに伴い「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号）の「複数事

業主制度に係る制度間移行等の会計処理」（Ｑ＆Ａ９）を適用し、退職給付制度移行損失として354,200千円を特別

損失に計上している。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

 

 　１ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月20日)

受取手形裏書譲渡高 101,485千円 110,065千円
 

 

※２ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末残

高に含まれている。

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月20日)

受取手形 70,691 千円 ―千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

　１ 売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年12月20日)及び当第３四半期連結累計期間(自 

平成28年３月21日 至 平成28年12月20日)

当社グループの完成工事高は、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、第

１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工

事高が著しく多くなるといった季節的変動がある。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年12月20日)

減価償却費 227,159千円 275,293千円
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(株主資本等関係)

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年12月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月16日
定時株主総会

普通株式 203,078 8 平成27年３月20日 平成27年６月17日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はない。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はない。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年12月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月15日
定時株主総会

普通株式 252,705 10 平成28年３月20日 平成28年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はない。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間(自　平成27年３月21日　至　平成27年12月20日)

当社グループは設備工事業単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略している。

 

　当第３四半期連結累計期間(自　平成28年３月21日　至　平成28年12月20日)

当社グループは設備工事業単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略している。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年12月20日)

１株当たり四半期純利益金額    39円 44銭 43円 16銭

    (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 998,819 1,089,770

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額（千円）

998,819 1,089,770

   普通株式の期中平均株式数（千株) 25,324 25,247
 

(注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

(重要な後発事象)

　該当事項なし。

 

２ 【その他】

　該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月２日

株式会社　ヤマト

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　一　行　男    印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川 村 英 紀    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤマト

の平成28年３月21日から平成29年３月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年９月21日から平成28

年12月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年３月21日から平成28年12月20日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマト及び連結子会社の平成28年12月20日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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